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１１１１．．．．    概説概説概説概説    

 ＣＭＥ８０００は非常に高感度な性能を組み込んだストレートスルーな受信器を集積したＢｉＣＭＯＳであり、ＷＷＶＢ、

ＤＣＦ７７、ＪＪＹ、ＭＳＦ及びＨＢＧから送信されたタイムシグナルをプリデコードするものである。レシーバは集積さ

れたロジックを使用することにより、マルチモード受信の機能を備えている。 

スタンバイモードのような集積機能、集積されたアンテナ切替、集積されたクリスタルのスイッチングやホールドモード

機能といった自在な応用のための特徴を提供する。 

パワーダウンモードはバッテリの寿命をかなり延ばし、あらゆる種類の無線のためのデバイス標準が時間片を制御する。 

 

２２２２．．．．    特徴特徴特徴特徴    

・低消費電力（＜１００uＡ）              ・自動プロトコル認識 

・非常な高感度（０．４ｕＶ）              ・プリデコードされたプロトコル情報 

・異なったプロトコルをパルスデコードする機能を組込み  ・ＣＰＵへの高速データ転送（１００ｍｓ） 

・３つの異なった周波数をスイッチ可能          ・ＣＰＵクロックを利用（３２．７６８ＫＨｚ） 

・クリスタルフィルタを使用することによる高選択度    ・改善されたノイズ抵抗 

・パワーダウンモード                  ・集積されたＡＧＣ調整 

・少数の外付け部品を要するのみ              二つの組み込まれた低インピーダンスアンテナ 

・ＡＧＣホールドモード                  切替スイッチ（４０Ω／３Ｖ） 

・広い周波数レンジ（４０～１２０ＫＨｚ）        ・真のビット長表示 

・低電圧動作（１．２～５Ｖ） 

 

具体的具体的具体的具体的なななな用法用法用法用法 

・長い電池動作時間                  ・容易な世界時間片の設計 

・極めて簡略化された信号のデコーディング       ・自動的な国認識 

・簡略化されるマイクロコンピュータのソフトウェア   ・真値信号の高品位な情報 

・簡略化されるマルチ周波数ハンドリング 
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ＩＮＩＮＩＮＩＮ１１１１，ＩＮ，ＩＮ，ＩＮ，ＩＮ２２２２    

フェライトアンテナがＩＮ１とＩＮ２の間に接続される。

高感度のために、アンテナ回路のＱファクターはできるだ

け高くすべきである。 

高Ｑファクターは最も多くの場合において共振周波数の

温度補償を要求されるということに注意すること。 

われわれは応用によって４０から１５０のＱファクター

を推奨する。４０Ｋから１００ＫΩの発振子抵抗であれ

ば、最上のＳ／Ｎ（信号／雑音）比が達成されるだろう。

ＡＮＴＡＮＴＡＮＴＡＮＴ１１１１，ＡＮＴ，ＡＮＴ，ＡＮＴ，ＡＮＴ２２２２    

一つのアンテナで異なった周波数を受信することを実現

するため、入力端子の間にキャパシタを付加することがで

きる。６０ＫＨｚプロトコルが作動するとき、内部のＭＯ

Ｓ－スイッチが作動する。第２の内部スイッチはＪＪＹ４

０プロトコル（９ページのテーブル参照）を選択中に作動

する。キャパシタは６０ＫＨｚの周波数に適合するためＡ

ＮＴ２とＩＮ１の間に、４０ＫＨｚ周波数に適合するため

ＡＮＴ１とＩＮ２の間に接続されねばならない。この場

合、両方のスイッチが有効であることに注意すること。 

２．５Ｖ以下の供給電圧での応用においては、スイッチの

インピーダンスはおそらく、良いＱファクターに対し非常

に高くなる。 

３周波数以下での応用においては、未使用端子はオープン

のままとする。 

ＱＨＯＵＴ、ＱＭＯＵＴ、ＱＬＯＵＴＱＨＯＵＴ、ＱＭＯＵＴ、ＱＬＯＵＴＱＨＯＵＴ、ＱＭＯＵＴ、ＱＬＯＵＴＱＨＯＵＴ、ＱＭＯＵＴ、ＱＬＯＵＴ    

高い選択度を達成するため、クリスタルはＱＯＵＴ端子と

ＱＩＮ端子の間に接続される。タイムコード転送器に従っ

て、それは直列共振周波数に使用され、直列共振として動

作する。３クリスタルまではＱＬＯＵＴ、ＱＭＯＵＴ及び

ＱＨＯＵＴから共通入力のＱＩＮへ接続されるべきであ

る。出力はＳＳ１とＳＳ２（テーブル参照）により自動的

に選択されるであろう。出力の内１つだけが有効になる。

もしＪＪＹ４０が選択されると出力ＱＬＯＵＴが有効で

あることに注意すること。もし６０ＫＨｚプロトコルが選

択されるとＱＭＯＵＴが有効であり、ＤＣＦやＨＢＧでは

ＱＨＯＵＴのみが有効である。 

３つの異なった周波数以下での応用では未使用の出力端

子はオープンのままとする。フィルタークリスタル（約１．

４ｐＦ）の与えられた並列キャパシターは、フィルターの

バンド巾が約１０Ｈｚであるがために内部的に補償され

る。ＱＩＮのインピーダンスは高い。寄生的な負荷が避け

られる。 
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ＤＥＭＤＥＭＤＥＭＤＥＭ    

復調出力。機能を保証するため、外付けキャパシタがこの

出力に接続されねばならない。 

ＰＫＰＫＰＫＰＫ    

ピーク検出出力。外付けキャパシタがピーク検出機能を保

証するために接続しなければならない。キャパシタの値は

ＡＧＣレギュレーションタイムに左右される。 

注注注注）ＰＫ）ＰＫ）ＰＫ）ＰＫととととＤＥＭＤＥＭＤＥＭＤＥＭののののタイミングタイミングタイミングタイミングのののの自動調整自動調整自動調整自動調整 

 復調の良好なレギュレーションとピーク検出のタイミ

ングを実現するため、ＤＥＭとＰＫにおけるキャパシタの

充放電電流は異なったプロトコルに対し異なった値を有

する。これは、ＳＳ１，ＳＳ２でプロトコルを選択するこ

とにより、内部で自動的に切替られる。 

ＶＣＣ、ＧＮＤ、ＶＬ、ＧＮＤＬＶＣＣ、ＧＮＤ、ＶＬ、ＧＮＤＬＶＣＣ、ＧＮＤ、ＶＬ、ＧＮＤＬＶＣＣ、ＧＮＤ、ＶＬ、ＧＮＤＬ    

ＶｃｃとＧＮＤはアナログ部への供給電圧入力である。 

ＶＬとＧＮＤＬはデジタル部への供給電圧入力である。 

正の供給元が外部から、またグランド端子から接続されね

ばならない。回路構成要素をパワーダウンするには、ＰＯ

Ｎ入力を使用することを推奨し、電源供給を切ることは推

奨しない。電源供給を切ることは、結果的に長い電源立ち

上がり時間を招く。 
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ＣＬＯＣＫ、ＤＴ、ＰＯＮ、ＨＬＤＣＬＯＣＫ、ＤＴ、ＰＯＮ、ＨＬＤＣＬＯＣＫ、ＤＴ、ＰＯＮ、ＨＬＤＣＬＯＣＫ、ＤＴ、ＰＯＮ、ＨＬＤ    

これらの端子は高インピーダンスＭＯＳ－入力であり、動

作するのにＭＯS－レベルを必要とする。 

ＣＬＯＣＫＣＬＯＣＫＣＬＯＣＫＣＬＯＣＫ    

ＩＣを動かすには、ＣＬＫＳＥＬによりクロックを選択す

る必要がある。 ＨＬＤＨＬＤＨＬＤＨＬＤ    

ＡＧＣホールドモード：ＨＬＤハイ（VHLD＝Vcc）がＡＧ

Ｃ ＨＬＤオフを設定する。ＨＬＤロー（VHLD＝０）ま

たはオープンはＡＧＣ ＨＬＤオンに設定する。つまり、

それはＡＧＣ電圧を短時間保持する。これは、例えばステ

ップモータから発生するようなピーク電圧からＡＧＣを

保護するために使用されるべきである。 

加えて、特にデータ読出しの間に内部的なホールド機能を

発生させる。 

ＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮ    

ＰＯＮはＶｃｃとＧＮＤのいずれかに接続しなければな

らない。 

もしＰＯＮがＧＮＤに接続されると、受信器が作動する。

このピンをＧＮＤへ割り当てた後、セットアップ時間は標

準的に０．５秒である。 

もしＰＯＮがＶｃｃに接続されると、受信器はパワーダウ

ンモードに切り変わる。 

供給電源へ切り替わった後及び他のプロトコルへ切り替

わる前、最小時間２ｍｓのパワーダウン時間が必要であ

る。 

ＢＳＩＢＳＩＢＳＩＢＳＩ１１１１、ＢＳＩ、ＢＳＩ、ＢＳＩ、ＢＳＩ２２２２、ＤＡＴＡ、ＤＲ、ＤＡＴＡ、ＤＲ、ＤＡＴＡ、ＤＲ、ＤＡＴＡ、ＤＲ    

これらの４つの端子は、ＭＯＳレベルを伝達するＭＯＳ出

力である。 
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ＳＳＳＳＳＳＳＳ１１１１、ＳＳ、ＳＳ、ＳＳ、ＳＳ２２２２    

５つの異なったプロトコルと２つのテストモードが２つ

のトライステート入力端子（テーブル参照）により選択さ

れる。この選択はパワーダウンの期間の後の最初の２０ｍ

ｓに実行される。それから選択されたプロトコルは次のパ

ワーダウンまで内部的に保存され有効になる。 

ＣＬＫＳＥＬＣＬＫＳＥＬＣＬＫＳＥＬＣＬＫＳＥＬ    

このＩＣは２つの異なった周波数によりクロック動作す

る。もしＣＬＫＳＥＬがＶＣＣへ接続された場合、クロッ

ク４０９６Ｈｚが要求される。ＣＬＫＳＥＬがオープンま

たはＧＮＤへ接続された場合、１０２４Ｈｚのクロック周

波数が要求される。この選択はパワーダウンの期間の後、

最初の２０ｍｓに行われる。それから選択された周波数

が、次のパワーダウンまで固定される。 



 8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 10 

 

９９９９．．．．プロトコルプロトコルプロトコルプロトコルのののの認識認識認識認識    

受信したプロトコルの固定情報を得るために、毎電源オンの後、受信信号が選択されたプロトコルと比較されるであろう。 

特徴的なパルスの存続期間にビットストリームがパルス毎にチェックされる 

新しいプロトコルの認識を始めるには、ＰＯＮによってリセットする必要がある。 

 

プロトコルが検出されると、３つのビットがＤＡＴＡ＿Ｏｕｔ端子に出力される。Ｄａｔａ＿Ｏｕｔ端子の出力はテーブル

“ＳＳ１，ＳＳ２の論理的機能”（９ページ）に明記されている。 

 

Ｓ１，Ｓ２がＷＷＶＢを選択した場合、ＣＭＥ８０００は自動的にＪＪＹ、ＷＷＶＢ、ＭＳＦの３つの可能性を並行してス

キャンするように設計されている。一旦認識されたプロトコルがＷＷＶＢではないならば、ユーザーはその正しいプロトコ

ル設定に切り替えるべきであり、もう一度６０ＫＨｚの正しい設定を確認するべきである。 

 

１０１０１０１０．．．．ビットビットビットビット長長長長インジゲータインジゲータインジゲータインジゲータ    

 リフレッシュレート：情報は第二の出力毎に BSI１（２０ピン）と BSI2（１９ピン）にバイナリデジタル出力として書

き換えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ビットビットビットビット長表示長表示長表示長表示    

 BSI2とBSI1ピンは４つのレベルのビット長表示のための出力ピンである。 

ビット長表示は受信したビットの品質により左右されるのみでフィールド長には影響されない。 

ビット長表示は電源オンですぐに始まる。なぜなら出力が秒毎に更新されるからだ。 

 

 

 



 11 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 13 

 

ハードウェアロジックハードウェアロジックハードウェアロジックハードウェアロジックのののの動作動作動作動作    

DCF７７信号：最小入力電圧１ｕVで、全６０ビット信号の失敗無くデコードされ、フレームマーカー（６０ビット無変

調）もまた認証される。２００ｍｓまでのパルスがバイナリの１として認証され、１００ｍｓまでのパルスがバイナリの０

として認証される。フレームマーカーを含む完全なストリングの受信の後、全ビットはシフトレジスタ（１セルに１ビット、

６０セルに６０ビット）内の同等の場所に記憶される。 

 

 WWVB信号：最小入力電圧１ｕVで、信号の全６０ビットは失敗なくデコードされ、フレームマーカーとポジションマ

ーカー（８００ｍｓ）もまた認証される。５００ｍｓまでのパルスがバイナリの１として認証され２００ｍｓまでのパルス

がバイナリ０として認証される。フレームマーカーを含んだ完全なストリングを受信した後、全ビットがシフトレジスタ（セ

ル１内のビット１、セル６０内のビット６０）における同等の場所に記憶される。 

 

ＭＳＦ信号：最小入力電圧の１ｕＶで、信号の全６０ビットが失敗無しにデコードされ、フレームマーカー（５００ｍｓま

で）もまた認証される。２００ｍｓまでのパルスがバイナリの１として認証され、１００ｍｓまでのパルスがバイナリの０

として認証される。フレームマーカーを含んだ完全なストリングの受信の後、全ビットがシフトレジスタ（セル１内にビッ

ト１、セル６０内にビット６０）内の同等の場所に記憶される。ビット５３～５８（パリティチェックビット）は特別扱い

で、３００ｍｓまでのパルスがバイナリ１として認証され、２００ｍｓまでのパルスがバイナリ０として認証される。 

 

ＪＪＹ信号：最小入力電圧１ｕＶで、全６０ビットが失敗無しにデコードされ、フレームマーカーとポジションマーカー（２

００ｍｓ）もまた認証される。５００ｍｓまでのパルスがバイナリ１として認証され、８００ｍｓまでのパルスがバイナリ

０として認証される。フレームマーカーを含んだ完全なストリングの受信の後、全ビットがシフトレジスタ（セル１にビッ

ト１、セル６０にビット６０）内の同等の場所に記憶される。 

 

全ての未使用ビットはプロトコルの通常のビットとして（例えば、ＭＳＦにおいては、１００ｍｓまではバイナリ０として、

２００ｍｓまでのパルスはバイナリ１として蓄積される。）同様の状況で記憶されるであろう。 

 

未使用ビットを次に示す： 

 

 

 

 

 

 

ポジションマーカーポジションマーカーポジションマーカーポジションマーカーととととフレームスタートビットフレームスタートビットフレームスタートビットフレームスタートビットのののの記憶記憶記憶記憶    

もしパルスが期待された長さ（ＷＷＶＢは８００ｍｓ）に近ければ、これらのビットは１として記憶され、そうでなければ

バイナリ０が記憶される。 
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テストモードテストモードテストモードテストモード    

ＳＳ１とＳＳ２（テーブル“ＳＳ１とＳＳ２の論理機能”を参照）で選択可能なアナログテストモードでは、ＴＥＳＴ端

子が内部的にアナログ部分の出力へ接続される。 信号ＴＣＯはテストを行うために直ちに有効になるが、内部的にはまだ

ロジック部分に接続されている。 

デジタルテストモードでは、テスト端子はロジック部分に対して入力になる。デジタルパターンと共にロジック部分が試

験可能である。ＴＣＯの内部的な接続はデジタルテストモードではオープンである。 
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１５１５１５１５．．．．ドイツドイツドイツドイツ送信所送信所送信所送信所のののの情報情報情報情報    

   （顧客はこの情報が正しいことを確認する責任がある。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変調変調変調変調    

 キャリアの振幅は、５９番目の秒を除いて１００ｍｓ

（バイナリ０）又は２００ｍｓ（バイナリ１）の期間の各

秒の始めで２５％に減少される。 

 

タイムコードタイムコードタイムコードタイムコードののののフォーマットフォーマットフォーマットフォーマット（（（（ドイツドイツドイツドイツののののブンデスポストブンデスポストブンデスポストブンデスポスト

のののの情報情報情報情報をををを基本基本基本基本としたとしたとしたとした））））    

 

タイムコードのフォーマットは１分のタイムフレームか

ら成り立つ。これらは次の１分のタイムフレームを超えて

切替を表示するために５９番目の秒の始りで変調するこ

とはない。 

タイムフレームは、スタートビットＳ（２００ｍｓ）とパ

リティビットＰ１，Ｐ２、Ｐ３を含んだ、分、時、カレン

ダーの日、週の日、タイムフレームの２０番目の秒と５８

番目の秒の間にある月と年を含む。 

その上更に、Ｒ（予備アンテナによる送信）、Ａ１（サマ

ータイムへの切替の告知）、Ｚ１（サマータイムの間２０

０ｍｓ、その他は１００ｍｓ）、Ｚ２（ウインタータイム

の間は２００ｍｓ、その他は１００ｍｓ）、タイムフレー

ムの１５番目の秒と１９番目の秒の間に送信されるＡ２

（秒飛びの告知）の５つの追加ビットがある。 
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１６１６１６１６．．．．スイススイススイススイス送信所送信所送信所送信所のののの情報情報情報情報    

  （顧客はこの情報が正しいことを確認する責任がある。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変調変調変調変調    

キャリアの振幅は５０番目の秒を除く、１００ｍｓ（バイ

ナリ０）または２００ｍｓ（バイナリ１）の期間の各秒の

始めにおいて２５％に減ぜられる。 

 

タイムコードタイムコードタイムコードタイムコードののののフォーマットフォーマットフォーマットフォーマット（（（（メトロロジーメトロロジーメトロロジーメトロロジーととととＭＥＴＡＭＥＴＡＭＥＴＡＭＥＴＡ

ＳＳＳＳののののブンデザムトブンデザムトブンデザムトブンデザムトのののの情報情報情報情報をををを基本基本基本基本としたとしたとしたとした））））    

 

タイムコードのフォーマットは１分のタイムフレームか

ら成り立つ。次の１分のタイムフレームを超えて切替を表

示するために５９番目の秒の始りで変調することはない。

タイムフレームは、スタートビットＳ（２００ｍｓ）とパ

リティビットＰ１，Ｐ２、Ｐ３を含んだ、分、時、カレン

ダーの日、週の日、タイムフレームの２０番目の秒と５８

番目の秒の間にある月と年を含む。 

その上更に、Ｒ（予備アンテナによる送信）、Ａ１（サマ

ータイムへの切替の告知）、Ｚ１（サマータイムの間２０

０ｍｓ、その他は１００ｍｓ）、Ｚ２（ウインタータイム

の間は２００ｍｓ、その他は１００ｍｓ）、タイムフレー

ムの１５番目の秒と１９番目の秒の間に送信されるＡ２

（秒飛びの告知）の５つの追加ビットがある。 
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１７１７１７１７．．．．イギリスイギリスイギリスイギリス送信所送信所送信所送信所のののの情報情報情報情報    

 （顧客はこの情報を正しいことを確認する責任がある。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変調変調変調変調    

キャリアの振幅は、１００ｍｓ（バイナリ０）または２０

０ｍｓ（バイナリ１）の期間の各秒の始めにおいてスイッ

チを切られる。 

 

タイムコードタイムコードタイムコードタイムコードののののフォーマットフォーマットフォーマットフォーマット    

    

タイムコードフォーマットは１分のタイムフレームから

成り立つ。タイムレームは分、時、日、年のＢＣＤコード

化された情報を含む。次のタイムフレームへの切替えで、

ャリアの振幅は５００ｍｓの期間減少する。 

分の始まりでの最初の５００ｍｓの間は、固定コードの存

在は保証されない。送信レートは１００ｂｉｔ／ｓでコー

ドは時、分、日、月を含む。 
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１８１８１８１８．ＵＳ．ＵＳ．ＵＳ．ＵＳ送信機送信機送信機送信機のののの情報情報情報情報    

  （顧客はこの情報が正しいことを確認する責任がある。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変調変調変調変調    

キャリアの振幅は各秒の始めに１０ｄＢ減ぜられ、５００

ｍｓ（バイナリ１）の内、又は２００ｍｓ（バイナリ０）

の内、又は８００ｍｓ（位置識別子マーカーまたはフレー

ム参照マーカー）内に記憶される。 

 

タイムコードタイムコードタイムコードタイムコードののののフォーマットフォーマットフォーマットフォーマット    

タイムコードフォーマットは１分のタイムフレームから

成り立つ。タイムレームは分、時、日、年のＢＣＤコード

化された情報を含む。加えて、６つの位置識別子マーカー

（Ｐ０からＰ５）があり、８００ｍｓの期間、キャリア振

幅を減ずる１フレーム参照マーカーがある。    
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１９１９１９１９．．．．日本日本日本日本のののの送信機送信機送信機送信機のののの情報情報情報情報    

 （顧客はこの情報の正しさを確認する責任がある。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

変調変調変調変調    

キャリア振幅は、各秒の始めにおいて１００％であり、 

５００ｍｓ（バイナリ１）または８００ｍｓ（バイナリ０）

の後、または位置識別子マーカー（Ｐ０～Ｐ５）とフレー

ム参照マーカーのための２００ｍｓの後、１０％に切り替

えられる。 

 

タイムコードタイムコードタイムコードタイムコードののののフォーマットフォーマットフォーマットフォーマット    

タイムコードフォーマットは１分のタイムフレームから

成り立つ。タイムフレームは分、時、日、週、年のＢＣＤ

コード化された情報を含む。加えて、８００ｍｓの期間減

ぜられたキャリア振幅と共に、６つの位置識別子マーカー

（Ｐ０からＰ５）がある。    
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２０２０２０２０、、、、パッケージパッケージパッケージパッケージ情報情報情報情報    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

推奨推奨推奨推奨されるされるされるされる赤外線赤外線赤外線赤外線／／／／対流対流対流対流式式式式ハンダハンダハンダハンダリフローリフローリフローリフロー    プロファイルプロファイルプロファイルプロファイル（（（（SMDSMDSMDSMDパッケージパッケージパッケージパッケージ））））    
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２１２１２１２１．．．．オゾンオゾンオゾンオゾン破壊物質破壊物質破壊物質破壊物質へのへのへのへの方針方針方針方針のののの声明声明声明声明    

 以下はＣ－ｍａｘ社の方針である。 

１．全ての現在と未来の国内及び国際的な法令による要求に直面している 

２．正式及び継続的に、環境へのそれらの影響力と同様に、われわれの製品、工程、流通、オペレーティングシステム性能

を改善する。 

 大気中へのこれらの物質の放出を制御または除去することは独特の関心事であり、それはオゾン破壊物質（ＯＤＳｓ）と

して知られている。 

 モントリオール議定書（１９８７）及びロンドン修正案（１９９０）はＯＤＳｓの使用を厳しく制限し、且つ次の１０年

以内に使用を禁止ようとしている。さまざまな国内外の推進構想（international initiatives）がこれらの物質の早期の禁止

を推し進めている。 

 Ｃ－ＭＡＸ社は次の文書に記録されたＯＤＳｓの使用を禁止するため、継続的な改良に関する方針を用いることを可能に

してきた。 

 

１．モントリオール議定書とロンドン修正案それぞれにある添加物Ａ，Ｂと一時的な物質の一覧表 

２．米国環境保護庁による１９９０年の改定大気浄化法におけるクラスⅠ及びⅡのオゾン破壊物質 

３．議会決定９１／６９０／EEC及び９１／６９０／EECによる添加物A、B、C（一時的な物質）それぞれ 

 

 C-MAX社は、われわれの半導体CME8000がオゾン破壊物質で製造されていないこと及びそのような物質を含んでいな

いことを証明可能である。 

 

保証保証保証保証のののの否認否認否認否認声明声明声明声明    

 供給された情報は正確で信頼すべきものであると信じる。しかしながら、C-MAX には、そのような情報の利用による当

然の結果に対しても、その利用の結果起きる可能性のあるサードパーティの特許または他の権利のいかなる法規違反に対し

ても責任がないのは当然である。ライセンスは、関わり合いによっても、また一方で、C-MAX のいかなる特許または特許

の権利の下においても許可されない。この出版物内で触れた仕様は、予告無しに変更する対象である。この出版物は以前に

供給した全ての情報を取替えたり、再配置する。C=MAXの生産物は、C=MAXの同意の書かれた印刷物無しに、生命維持

デバイス内の危険な構成部分として利用することに対し認められない。 

注意注意注意注意    

公表した回路、デバイス、設備、構成部品（コンポーネンツ）、アセンブリ集団、ここに含まれる処理がサードパーティの

法的なクレームからは自由である、という保証を与えるものではない。公表したデータは製品の記述のためにのみ役立てら

れる。それらは法により定義されるような所有権を保証されない。例は責任無しに与えられるのであり、いかなる信頼も生

起させるものではない。 

このデータシートまたはその一部を再印刷することだけは出版社の許可が下りている。 

C－MAXはいつでも告知無しにこの仕様を変更する権利を留保する。 

 

 

 

 

 

 

 

 


